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社内外からのクラック、ハッキング等の不正アクセス、ウイルス、ワーム等のインターネット利用における被害経

験は、74.9%と昨年から約6%増加している。新種のワームやウイルスなどのセキュリティ対策は業務でインター

ネットを利用するうえでは永遠のテーマである。 

インターネット利用における被害経験は約6%増加
資料3-5-1　セキュリティ被害の有無（2004年-2005年）
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セキュリティ被害の状況を従業員規模別でみると、大規模になるほど被害経験率は高くなる。従業員数が多いた

め、防ぎきれない確率は高くなる。無線やリモートアクセスなど利便性が高くなるほど、社内では従業員のセキュ

リティに対する認識を強化することが必須条件となる。 

大規模になるほど被害経験率は増加
資料3-5-2　従業員規模別 セキュリティ被害の有無
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セキュリティ被害の内容のトップは「ウイルス感染」で4割を超す。次いで「ワーム系悪質プログラム被害」、「不

正アクセスによるウイルス感染」などである。 OSやブラウザーのセキュリティホールの問題なども検証されてい

るが、企業ではインターネットによる生産性、利便性が高くなる分、リスク管理の意識の高さも維持したい。 

被害内容のトップはウイルス感染
資料3-5-3　セキュリティ被害の内容（2004年-2005年）（複数回答）
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小規模企業は実際の被害遭遇率は低い
資料3-5-4　従業員規模別 セキュリティ被害の内容（複数回答）
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従業員規模別でのセキュリティ被害状況をみると、小規模企業は実際に被害に遭ったことがない比率が高い。ま

た、500人以上の企業規模では、「ウイルス感染」、「ワーム系悪質プログラム被害」の比率が高く、5,000人以

上の規模になると「不正アクセスによるウイルス感染」や「不正アクセスによるサーバーダウン、機能停止」など

の被害の多さが目立つ。 
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